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質
問

学
校
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
が
保
護
者
の
負
担
に
な
っ

て
い
る
と
聞
く
が
、
課
題
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

な
お
、活
動
に
関
与
す
る
学

校
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上

の
リ
ス
ク
を
把
握
し
、適
切
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
保

護
者
と
協
力
し
合
っ
て
課
題

解
決
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

仕
事
や
子
育
て
を
し

な
が
ら
の
活
動
へ
の
負
担
感

に
よ
る
役
員
不
足
や
、
活
動

へ
の
理
解
不
足
等
の
課
題
を

認
識
し
、
負
担
軽
減
に
教
育

委
員
会
も
協
力
し
て
い
る
。

消
防
団
員
数
の
減
少

活
動
内
容
を
検
証
し
抑
制
を

質
問

地
域
防
災
の
中
核
で

あ
る
消
防
団
の
団
員
数
が
全

国
的
に
減
少
し
て
お
り
、
訓

練
披
露
の
大
会
に
向
け
た
訓

練
が
長
期
に
多
数
回
実
施
さ

れ
る
こ
と
も
敬
遠
さ
れ
る
要

因
の
一
つ
と
考
え
る
。
他
市

で
は
同
大
会
へ
の
参
加
を
や

め
た
事
例
も
あ
る
が
、
そ
う

し
た
活
動
が
必
要
な
の
か
。

答
弁

同
大
会
へ
の
出
場
は
、

消
防
団
の
団
結
力
や
協
力
体

制
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
、
団
員
数
減
少
の
抑

制
に
向
け
、
活
動
内
容
に
つ

い
て
消
防
団
と
協
議
を
行
う
。
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質
問

市
は
、
全
４４
小
学
校

区
で
の
子
ど
も
食
堂
開
設
を

目
標
に
補
助
制
度
を
設
け
て

い
る
が
、
実
際
、
市
の
現
場

調
査
の
結
果
、
補
助
対
象
に

な
ら
な
い
と
指
摘
を
受
け
た

件
に
つ
い
て
、
改
め
て
現
場

調
査
を
経
た
と
こ
ろ
、
対
象

に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
。

市
の
担
当
者
の
主
観
で
補
助

基
準
が
変
わ
る
の
は
ど
う
か
。

見
解
を
聞
く
。

答
弁

実
施
場
所
の
状
況
に

応
じ
た
工
夫
で
子
ど
も
の
居

場
所
と
し
て
最
適
な
も
の
と

な
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い

基
準
等
を
整
備
し
て
い
く
。

災害時
支
援
を
要
す
る
人
へ
の

避
難
対
策
の
取
組
状
況
は

質
問

市
は
、
避
難
行
動
要

支
援
者
の
避
難
支
援
の
た
め
、

１
自
治
会
と
連
携
し
、
内
閣

府
の
個
別
避
難
計
画
モ
デ
ル

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

避
難
支
援
に
は
、
支
援
者
の

確
保
と
要
支
援
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
ど
う
図
る
か
が
重
要

だ
が
、
取
組
内
容
を
聞
く
。

答
弁

自
治
会
内
の
複
数
の

班
長
が
、
要
支
援
者
の
安
否

確
認
、
一
時
集
合
場
所
ま
で

の
避
難
支
援
を
行
う
。
今
後

は
、
こ
う
し
た
体
制
等
を
情

報
共
有
し
水
平
展
開
を
図
る
。

枚
方
議
会
３
面

０
２
０
１
０
３

井
❶
井
❷
秋
❸
井
❹
井
❺
秋
❻
井
❼
井

質
問

市
が
毎
年
２
月
に
公

表
す
る
長
期
財
政
の
見
通
し

の
作
成
の
考
え
方
を
聞
く
。

な
お
、
同
見
通
し
は
、
将

来
を
で
き
る
限
り
正
確
に
見

通
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
政

策
・
事
業
展
開
に
修
正
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
は
ず
だ

が
、
今
は
逆
で
あ
る
。
政
策

や
事
業
の
根
拠
と
な
り
、
適

切
な
判
断
を
可
能
と
す
る
同

見
通
し
の
作
成
を
要
望
す
る
。

答
弁

同
見
通
し
は
、
様
々

な
事
業
の
実
現
可
能
性
の
明

確
化
や
、
長
期
的
視
点
で
の

財
政
状
況
の
把
握
を
目
的
と

し
て
作
成
し
て
い
る
。

介
護
人
材
の
確
保
に
向
け

本
市
独
自
施
策
の
構
築
を

質
問

い
わ
ゆ
る
２
０
４
０

年
問
題（
＊
４
）に
あ
っ
て
は
、

労
働
人
口
の
激
減
に
伴
う
介

護
人
材
不
足
が
深
刻
な
課
題

と
な
る
。
本
市
計
画
で
は
、

介
護
人
材
確
保
へ
取
り
組
む

と
し
て
い
る
が
内
容
を
聞
く
。

な
お
、
介
護
人
材
を
確
保

す
る
た
め
、
本
市
な
ら
で
は

の
独
自
施
策
を
要
望
す
る
。

答
弁

府
や
事
業
者
の
潜
在

介
護
福
祉
士
等
の
再
就
職
支

援
の
取
組
と
の
連
携
や
、
介

護
職
の
魅
力
向
上
に
係
る
周

知
等
を
行
っ
て
い
る
。
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質
問

妊
娠
か
ら
出
産
、
子

育
て
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を

要
望
し
て
き
た
が
、新
た
に
実

施
す
る
伴
走
型
相
談
支
援
と

経
済
的
支
援
の
内
容
を
聞
く
。

な
お
、
対
象
者
へ
し
っ
か

り
周
知
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

伴
走
型
相
談
支
援
は
、

出
産
や
育
児
等
の
見
通
し
を

立
て
る
た
め
妊
産
婦
と
の
面

談
を
実
施
す
る
。
経
済
的
支

援
は
、
妊
娠
届
出
時
の
面
談

後
に
５
万
円
、
出
生
届
出
後

の
面
談
後
に
５
万
円
を
支
給

し
、
そ
の
対
象
は
４
年
４
月

１
日
以
降
出
産
者
等
と
す
る
。

障
害
児
通
学
支
援
事
業

利
用
条
件
の
見
直
し
を

質
問

障
害
児
通
学
支
援
事

業（
＊
５
）の
利
用
は
、
継
続

的
に
保
護
者
が
登
校
に
付
き

添
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

限
定
さ
れ
、
短
期
間
で
完
治

す
る
け
が
や
妊
娠
等
の
場
合

は
対
象
外
と
い
う
。
障
害
の

あ
る
児
童
、
生
徒
の
通
学
を

保
障
す
る
観
点
か
ら
、
条
件

を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

こ
れ
ま
で
、
１
か
月

以
上
、
付
き
添
い
が
困
難
な

場
合
に
限
定
し
て
い
た
。
今

後
、
短
期
的
な
疾
病
や
妊
娠

等
の
場
合
も
利
用
で
き
る
よ

う
、
見
直
し
を
検
討
す
る
。

質
問

支
援
教
育
制
度
見
直

し
の
撤
回
は
、
こ
の
間
の
支

援
教
育
を
総
括
し
、
よ
り
良

い
制
度
構
築
に
向
け
た
議
論

を
積
み
上
げ
、
納
得
性
を
高

め
た
上
で
進
め
る
た
め
と
捉

え
て
い
た
が
、
な
し
崩
し
で

進
め
て
い
る
よ
う
に
し
か
見

え
な
い
。
お
試
し
の
１
年
で

は
な
く
、
不
安
を
抱
く
子
ど

も
や
保
護
者
に
と
っ
て
は
か

け
が
え
の
な
い
１
年
で
あ
る
。

改
め
て
撤
回
の
意
味
を
聞
く
。

答
弁

５
年
度
か
ら
全
児

童
・
生
徒
が
学
び
の
場
を
一

斉
に
選
択
す
る
と
し
た
こ
と

を
撤
回
し
、一
人
一
人
に
適
応

し
た
指
導
を
提
供
し
て
い
く
。

結
婚
等
新
生
活
支
援
事
業

所
得
要
件
な
し
に
す
べ
き

質
問

定
住
人
口
の
増
加
に

向
け
、結
婚
等
新
生
活
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
る
が
、本
気

で
若
者
世
帯
を
呼
び
込
む
の

な
ら
、
所
得
要
件
を
設
け
る

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
定
住
促
進
関
連
施

策
に
ト
ー
タ
ル
的
に
取
り
組

む
組
織
体
制
を
要
望
す
る
。

答
弁

同
事
業
は
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
つ
つ
、
よ
り

多
く
の
若
者
世
帯
の
利
用
を

目
指
し
、国
が
示
す
補
助
要
件

を
市
独
自
で
緩
和
し
て
い
る
。

質
問

市
は
、
リ
ユ
ー
ス
可

能
な
子
ど
も
服
や
お
も
ち
ゃ

等
の
無
料
提
供
会
を
開
催
し

た
が
、目
的
と
実
績
を
聞
く
。

な
お
、
市
民
の
環
境
意
識

向
上
と
リ
ユ
ー
ス
活
動
活
性

化
に
向
け
、
公
民
連
携
に
よ

る
取
組
の
促
進
を
要
望
す
る
。

答
弁

ご
み
減
量
拡
大
と
東

部
資
源
循
環
セ
ン
タ
ー
見
学

者
増
加
を
目
的
と
し
、市
内
各

所
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
子
ど

も
服
約
３
１
０
㌔
㌘
、
お
も

ち
ゃ
約
２
５
０
㌔
㌘
の
提
供

と
、１
０
０
人
以
上
の
来
場
、

５０
人
の
施
設
見
学
が
あ
っ
た
。

ひ
ら
か
た
ポ
イ
ン
ト
事
業

幅
広
い
分
野
で
活
用
を

質
問

府
の
健
康
ア
プ
リ「
お

お
さ
か
健
活
マ
イ
レ
ー
ジ

ア
ス
マ
イ
ル
」
と
連
携
し
た

健
康
増
進
事
業
を
行
う
自
治

体
が
あ
る
。
本
市
の
ひ
ら
か

た
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
も
連
携

の
必
要
性
を
感
じ
る
が
、
今

後
の
事
業
の
進
め
方
を
聞
く
。

な
お
、
健
康
分
野
に
限
ら

ず
、
幅
広
い
分
野
で
の
活
用

の
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁

健
康
経
営
に
つ
な
が

る
取
組
と
と
も
に
、
自
治
体

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
へ
の
交
換

を
は
じ
め
と
し
た
ポ
イ
ン
ト

メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
る
。

質
問

各
学
校
で
は
「
学
校

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を

策
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
の

っ
と
り
対
応
を
行
え
ば
、
い

じ
め
の
重
篤
化
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
。
教
職

員
が
同
方
針
を
意
識
す
る
機

会
は
保
障
さ
れ
て
い
る
の
か
。

な
お
、
い
じ
め
に
関
す
る

研
修
内
容
を
充
実
し
、
適
正

な
対
応
を
徹
底
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

答
弁

い
じ
め
に
関
す
る
研

修
は
、全
教
職
員
対
象
に
年
間

１
回
、
必
ず
実
施
す
る
よ
う

各
学
校
に
指
示
し
て
い
る
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
課
題
解
決

時
代
の
潮
流
に
沿
う
取
組
を

質
問

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
様
々

な
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

有
効
な
ツ
ー
ル
で
、
市
場
は

年
々
拡
大
を
見
せ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
時
代
の
潮

流
に
沿
っ
た
取
組
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

な
お
、
大
阪
・
関
西
万
博

の
機
会
を
逃
さ
ず
、
民
間
企

業
と
も
連
携
し
「
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
の
ま
ち
枚
方
」
を
目
指
し

取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

行
政
課
題
を
解
決
す

る
上
で
可
能
性
の
あ
る
ツ
ー

ル
と
考
え
る
。
公
民
連
携
を

含
め
多
角
的
に
検
討
を
行
う
。

＊１ 街区…市駅周辺再
整備では、枚方市駅周辺
を①街区から⑤街区まで
の５つのエリアに定め、
再整備を進めることとさ
れている。
各街区の位置について
は下図のとおり。

＊２ ＢＣＰ（Business
Continuity Plan）…大規
模災害や不測の事態が生
じた時に、損害を最小限
にとどめ、事業の継続、
早期復旧を可能とするた
めに、平常時に行うべき
活動や緊急時における対
応を取り決めておく事業
継続計画のこと。

＊３ 地域づくりデザイ
ン事業…地域の特色や地
域住民の発想を生かして
校区コミュニティ協議会
が主体的かつ継続的に取
り組む活動を支援するた
めの補助事業のこと。
市は、事業に要する経
費の一部を助成するほか、
必要な助言や情報提供等

の支援を行うもので、平成
１９年度から実施している。

＊４ ２０４０年問題…少子
化による急速な人口減少
と団塊ジュニア世代が６５
歳以上となることで、高
齢者人口が最大となる２０
４０年頃に日本社会が直面
すると予測されている内
政上の危機のこと。

＊５ 障害児通学支援事
業…１人での通学が困難
な障害児が小・中学校、
高校、支援学校等に在籍
し、保護者等が就労や病
気などの理由で長期に付
き添えない場合に、通学
ガイドヘルパーを派遣し
て通学を支援する制度の
こと。

＊６ フードドライブ…
家庭で提供可能な食品を
集め、地域の団体や福祉
施設などに寄附する活動
のこと。

＊７ ＢＰＲ（Business
Process Re engineering）
…業務本来の目的に向か
って既存の組織や制度を
抜本的に見直し、プロセス
の視点で職務、業務フロ
ー、管理機構、情報シス
テムをデザインし直すこ
と。

質
問

不
安
の
声
が
あ
る
今

後
の
支
援
教
育
に
関
し
、審
議

会
で
６
年
度
以
降
の
取
組
を

検
討
す
る
と
い
う
。
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
の
保
護
者
を

複
数
、委
員
と
す
べ
き
だ
が
、

諮
問
の
内
容
と
併
せ
て
聞
く
。

な
お
、
全
て
の
子
ど
も
に

適
切
な
支
援
が
届
く
よ
う
、

３０
人
学
級
編
制
を
要
望
す
る
。

答
弁

審
議
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
支
援
教
育
の
総
括
、

今
後
の
在
り
方
や
質
の
向
上

策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

複
数
の
保
護
者
の
代
表
に
も

委
員
と
し
て
参
加
い
た
だ
く
。

釈尊寺団地

買
物
に
も
困
る
住
民

バ
ス
便
確
保
の
要
請
を

質
問

人
口
急
増
期
に
建
設

さ
れ
た
釈
尊
寺
団
地
で
は
、

高
齢
化
が
進
む
中
、
図
書
館

分
室
の
閉
室
等
に
加
え
、
ス

ー
パ
ー
撤
退
と
バ
ス
便
数
の

減
に
よ
り
、
住
民
は
買
物
に

も
困
っ
て
い
る
。
バ
ス
事
業

者
に
便
数
の
確
保
を
要
望
す

べ
き
だ
が
、
見
解
を
聞
く
。

な
お
、
同
団
地
の
再
生
に

向
け
た
取
組
を
要
望
す
る
。

答
弁

利
用
者
数
の
減
等
に

伴
い
昼
間
の
バ
ス
便
は
一
部

減
と
な
っ
た
が
、
１
時
間
に

２
本
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
多
角
的
に
取
り
組
む
。

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
に

関
し
④
街
区（
＊
１
）の「
み

ど
り
の
大
空
間
」
の
活
用
イ

メ
ー
ジ
が
示
さ
れ
た
が
、
運

営
を
地
元
主
体
の
管
理
組
織

に
委
ね
る
こ
と
で
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
に
ぎ
わ
い
を
生
む

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や

彫
刻
作
品
の
設
置
に
よ
り
、

平
和
を
実
感
で
き
愛
さ
れ
る

公
園
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

答
弁

地
域
や
民
間
と
連
携

し
た
管
理
運
営
が
必
要
と
認

識
し
て
お
り
、
先
行
事
例
を

参
考
に
、
管
理
運
営
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

フ ー ド
ドライブ
食
品
回
収
拠
点
増
や
し

関
係
部
署
で
の
連
携
を

質
問

試
行
中
と
い
う
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ（
＊
６
）の
取
組

は
、食
品
ロ
ス
を
削
減
し
環
境

負
荷
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
、

こ
れ
ま
で
か
ら
要
望
し
て
き

た
。さ
ら
な
る
拡
充
に
向
け
、

公
共
施
設
の
食
品
回
収
拠
点

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
お
、本
格
実
施
に
向
け
、

関
係
部
署
が
連
携
で
き
る
体

制
の
構
築
を
要
望
す
る
。

答
弁

新
た
な
回
収
拠
点
の

設
置
に
当
た
っ
て
は
、
試
行

状
況
を
踏
ま
え
、
本
庁
舎
な

ど
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

質
問

本
庁
舎
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
増
設
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
女
性
傷

病
者
に
使
用
す
る
際
の
配
慮

と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
へ
の

三
角
巾
の
配
備
を
要
望
し
て

き
た
が
、進
捗
状
況
を
聞
く
。

答
弁

庁
舎
本
館
の
正
面
玄

関
入
り
口
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
増
設

し
、
別
館
と
合
わ
せ
２
台
と

し
た
。
三
角
巾
は
、
本
市
所

管
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
へ
の

配
備
を
順
次
進
め
、
市
内
９５

か
所
の
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
早
期

配
備
に
も
取
り
組
む
。

総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

別
館
を
創
作
活
動
の
場
に

質
問

総
合
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
４

年
度
平
均
稼
働
率
は
９２
パ
ー

セ
ン
ト
と
い
う
。
評
価
す
る

一
方
、
抽
せ
ん
に
漏
れ
、
作

品
展
が
開
催
で
き
な
か
っ
た

団
体
も
あ
る
と
聞
く
。
そ
こ

で
、
同
セ
ン
タ
ー
別
館
の
会

議
室
等
を
創
作
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
貸
し
出
せ
ば
、別

館
の
稼
働
率
も
高
ま
り
、利
用

者
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

諸
室
の
空
き
状
況
の

面
か
ら
一
定
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
今
後
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
踏
ま

え
検
討
を
進
め
る
。

質
問

新
庁
舎
整
備
に
際
し
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え

新
庁
舎
の
在
り
方
を
示
す
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
し
か

し
、
そ
の
具
体
像
は
、
市
駅

周
辺
再
整
備
を
ど
う
進
め
る

か
と
い
う
マ
ク
ロ
な
視
点
で

の
検
討
に
終
始
す
る
ば
か
り

で
見
え
て
こ
な
い
。
新
庁
舎

整
備
基
本
構
想
に
お
い
て
も
、

「
行
か
な
く
て
も
よ
い
、
書

か
せ
な
い
、
迷
わ
せ
な
い
、

待
た
せ
な
い
」
た
め
の
市
役

所
機
能
を
ど
う
す
る
の
か
な

ど
肝
心
な
考
え
方
が
示
さ
れ

て
い
な
い
。
従
来
の
発
想
に

と
ら
わ
れ
ず
Ｂ
Ｐ
Ｒ（
＊
７
）

の
視
点
で
、行
政
機
能
の
最
適

配
置
、全
事
務
の
業
務
量
や
処

理
時
間
な
ど
を
示
し
、庁
舎
規

模
の
在
り
方
や
民
間
活
力
を

生
か
せ
る「
新
市
役
所
構
想
」

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

市
民
の
利
便
性
向
上

や
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
視
点
に
よ
る
業

務
効
率
化
を
は
じ
め
、
民
間

活
力
を
生
か
し
た
経
済
性
や

実
現
性
の
視
点
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、
ま
ち
の
魅
力
や
庁

舎
機
能
を
高
め
る
施
設
等
の

検
討
を
進
め
、
他
市
事
例
も

参
考
に
時
代
に
即
し
た
庁
舎

を
目
指
す
。ま
た
、そ
れ
ら
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
検

討
内
容
を
適
宜
示
し
て
い
く
。

質
問

市
駅
北
口
駅
前
広
場

配
置
計
画
図
案
は
、
バ
ス
ロ

ー
タ
リ
ー
か
ら
出
る
右
折
車

と
一
般
車
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら

出
る
左
折
車
が
交
差
す
る
な

ど
危
険
箇
所
が
多
い
。自
家
用

車
優
先
で
は
な
く
公
共
交
通

優
先
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

東
改
札
口
に
し
か
な
く
、
福

祉
車
両
乗
降
場
か
ら
は
信
号

機
が
な
い
横
断
歩
道
を
渡
る

こ
と
に
な
る
。
目
の
不
自
由

な
人
な
ど
に
は
大
変
危
険
で

不
親
切
だ
が
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
に
基
づ
く
道
路
移
動
等
円

滑
化
基
準
に
適
合
す
る
の
か
。

な
お
、
不
具
合
が
生
じ
行

政
の
不
作
為
と
な
ら
な
い
よ

う
、
事
業
者
等
と
の
十
分
な

協
議
を
要
望
す
る
。

答
弁

交
通
動
線
が
複
数
交

差
す
る
た
め
、
交
通
管
理
者

や
バ
ス
事
業
者
等
と
協
議
し
、

安
全
対
策
な
ど
を
確
認
し
た
。

引
き
続
き
、
事
業
施
行
者
と

連
携
し
、
よ
り
安
全
な
広
場

整
備
に
向
け
取
り
組
む
。

ま
た
、
東
改
札
口
へ
の
動

線
は
、一
般
車
両
の
通
過
抑
制

や
同
基
準
に
基
づ
く
歩
行
空

間
と
し
、安
全
を
確
保
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
ご
み
置
場
の
設
置
基
準
は

現
状
に
即
し
た
見
直
し
を

質
問

市
全
体
を
パ
ビ
リ
オ

ン
に
見
立
て
た
「
ひ
ら
か
た

万
博
」の
取
組
は
、大
阪
・
関

西
万
博
の
概
念
等
を
拡
張
し
、

地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
と
す

る
国
ビ
ジ
ョ
ン
に
合
致
す
る

が
、
随
分
慎
重
に
進
め
て
い

る
印
象
を
受
け
る
。本
市
が
先

頭
に
立
ち
推
進
す
べ
き
だ
が
、

共
創
の
視
点
で
進
捗
を
聞
く
。

な
お
、
関
西
全
域
パ
ビ
リ

オ
ン
化
が
進
む
と
大
き
な
経

済
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

効
果
を
数
値
化
し
機
運
を
高

め
る
と
と
も
に
、
公
民
連
携

に
よ
る
空
飛
ぶ
車
の
中
継
基

地
整
備
な
ど
、
新
産
業
や
雇

用
創
出
の
取
組
を
要
望
す
る
。

答
弁

公
民
や
民
民
の
連
携

に
よ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

や
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
向
け

た
情
報
共
有
及
び
マ
ッ
チ
ン

グ
の
場
と
し
て
、
本
年
９
月

に
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
３０
を
超
え
る

企
業
等
が
参
画
し
て
い
る
。

さ
ら
に
登
録
企
業
の
増
加
を

図
り
、
新
た
な
事
業
の
創
出

等
に
よ
り
、
市
の
課
題
解
決

や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
過
剰
な
ほ
ど
に
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
徹
底
を

〇
遺
族
感
情
踏
ま
え
適
正
な

火
葬
場
残
骨
灰
の
処
理
を
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